
令和 主

主たる内容

　財源不足

な

が生じる年度に取り崩

事

し活用するため、

財政

業

調整基金に運用収入等を積み立てる。

1

令
一

和  6 年度 財務課の主
般

な事業

一般会計

財産

会

管理事業
予算額 4,3

計

69 千円

目的

　公有

財

財産を適切に管理する

 

政

ことにより、財産を有

調

効活用し行財政の効率

整

化を図る。

主たる内容

基

　刈谷市が所有する土

金

地について草刈業務や

積

公有財

産の取得・処分

立

に必要な不動産鑑定業

事

務等を行う。

1

令和

業

 6 年度 財務課の主な

予

事業

一般会計

自動車

6

算

管理事業
予算額 37,

額

408 千円

目的

　公

1

務を安全かつ迅速、効

7

率的に遂行するために

,

必

要な公用車を保有し

3

、車両を適切に管理す

5

ることに

より有効に活

7

用する。

主たる内容

　

千

公用車の運行管理に係

円

る事務や市所有のバス

年

運行

業務について運転

目

業務を委託する。

　ま

的

た、特別教育研修や公

　

用車予約システム更新

予

の

委託等を行う。

1

期

令和  6 年度 財務課の

し

主な事業

一般会計

自

な

動車購入等事業
予算額

い

7,274 千円

目的

収

　老朽化した公用車を

度

入

更新することにより、

減

職員の

安全運行と、環

少

境に配慮した低公害車

や

の導入を進め

る。

主た

支

る内容

　古くなった公

出

用車について更新を行

増

う。また、使

用状況を

加

考慮したうえで、業務

と

の効率化や経費の削

減

い

を図る。

1

令和  6 財

っ

年度 財務課の主な事業

た

一般会計

集中管理物

年

品等管理事業
予算額 3

度

,008 千円

目的

　

間

各課等で共通に使用す

の

る物品等を一元管理す

財

るこ

とにより、事務の

源

効率化と経費の削減を

の

図る。

主たる内容

　集

不

中管理物品及び調達物

務

均

品を適切に管理し、必

衡

要

に応じて修繕や在庫

を

補充等を行う。

1

令

調

和  6 年度 財務課の主

整

な事業

一般会計

税外

し

収入過年度還付事業
予

、

算額 100 千円

目的

財

　過年度分の還付金が

政

発生した場合に遅滞に

上

よる延

滞金等が発生し

課

の

ないよう速やかに返還

不

する。

主たる内容

　税

測

外収入過年度還付金を

の

支払う。

1

事態に備え

基

の

金を積み立てる。　　



令和 主

速な復旧・復興に資す

な

る。

主たる内容

・調査

事

の種類

　街区境界調査

業

・実施面積

　0.74㎢

・実施予定期間

　令

一

和2年度から20年度

般

まで

2

令和  6 年度
会

財務課の主な事業

一

計

般会計

元金償還事業
予

地

算額 1,365,74

 

籍

7 千円

目的

　公共施

調

設の建設負担等につい

査

て、世代間の公平を

図

実

る目的で発行した地方

施

債元金の償還を行う。

事

主たる内容

　地方債元

業

金を償還する。

2

令

予

和  6 年度 財務課の主

算

な事業

一般会計

利子

額

償還事業
予算額 43,

6

1

358 千円

目的

　公

1

共施設の建設負担等に

,

ついて、世代間の公平

2

を

図る目的で発行した

1

地方債利子の償還を行

0

う。

主たる内容

　地方

千

債利子を償還する。　

円

2

令和  6 年度 財務課の主な事業

一般会

目

計

普通財産購入事業
予

年

的

算額 1 千円

目的

　将

　

来的な事業や緊急性の

津

高い事業の土地利用の

波

見

込のある普通財産を

浸

購入する。

主たる内容

水

　普通財産の購入を行

想

う。

2

令和  6 年度

定

財務課の主な事業

一

区

般会計

予備費
予算額 3

域

0,000 千円

目的

度

と

　会計年度の途中にお

し

いて、予定外の支出や

て

予算額

を超過した支出

想

が必要となる場合で、

定

補正予算に間

に合わな

さ

いなど不測の事態に備

れ

え、市民生活への影

響

て

を最小限に抑える。

主

い

たる内容

　使途を特定

る

しない目的外予算であ

財

小

り、予算編成の

際には

垣

予期できず、補正予算

江

での対応が間に合わな

西

い緊急的な予算外の支

部

出に対応する。

2

地区におい

務

て街区境界調査を行い

課

、官民境界を確

認する

の

ことにより災害時の迅


